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Contents)

近年生体センサーへの関心が高まっており、圧電薄膜による圧力センサーや導電性
有機分子薄膜によるpHセンサーなどが注目されている。例えば圧電材料の場合、現
無機材料に比べ、有機圧電材料であるポリ-L-乳酸(PLLA)は柔軟性を持ち、無機圧電
材料の代替として期待されている。PLLAの圧電特性としてはd14方向が一般に知ら
れているが、エレクトロスピニング法により作製されたPLLAナノファイバーはd33

方向の圧電特性も示すことが近年報告されている。しかし、その圧電メカニズムは
明らかになっていない。そこで、患者を常時モニタリング可能なセンサーの実現を
目指し、エレクトロスピニング法を用いて圧電性ナノファイバー膜を作製した。そ
して、プロセス条件がナノファイバー形状に与える影響とナノファイバー膜の圧電
特性について検討した。

実験
Experimental

エレクトロスピニング法とは、代表的なナノファイバー製造技術の一つであり、高
電圧を印加したノズルから高分子溶液を吐出することで、溶液の静電反発力を利用
してナノファイバーを形成する手法である。自作のエレクトロスピニング装置を用
いて、ノズル電極に印加する電圧（10, 15, 20 kV）とシリンジポンプの送液速度
（5, 10, 20 μl/min）を変化させて、アルミ箔上にPLLAナノファイバー膜を作製し
た。それぞれの条件で作製したナノファイバー膜を走査型電子顕微鏡(SEM)で観察
し、ファイバー径を解析し、印加電圧や送液速度との関係性を調べた。

結果と考察
Results and Discussion

送液速度10 μl/min, 印加電圧20 kVでPLLAナノファイバー膜を作製し、SEM観察
を行ったところ、ビーズ構造を含まないファイバーが形成され、そのファイバー径
は1.17 ± 0.53 μmであった（Fig. 1）。プロセス条件(印加電圧、送液速度)を変え
た結果、印加電圧の増加に伴い、ファイバー径が小さくなる傾向が見られた。一方、
送液速度を増加させると、ファイバー径が大きくなる傾向が確認された。送液速度
の増加に伴い、電界による引き伸ばし時間が短縮されたことが原因だと考えられる。
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Figures, Tables and
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Fig. 1 送液速度10 μl/min, 印加電圧20 kVにおけるファイバー膜の(a)SEM像と(b)
ファイバー径分布
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